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ＱＱ 操体法とは、操体法とは、どのような治療法ですか。どのような治療法ですか。

最近の操体法事情について教えてください。最近の操体法事情について教えてください。
栃木県栃木県((ＹＹ・・ＫＫ))

操体法は、操体法は、仙台市で温古堂診療室仙台市で温古堂診療室

を開業していた、を開業していた、故橋本敬三先生故橋本敬三先生

((医師医師))がが  東洋医学や数々の治療東洋医学や数々の治療

法などを学び、法などを学び、それらをためしてそれらをためして

みて体系づけてまとめたもので、みて体系づけてまとめたもので、

呼吸、呼吸、飲食、飲食、身体運動、身体運動、精神活動精神活動

の四つの営みと、の四つの営みと、環境を含めた環境を含めた

それら五つの同時相関相補連動性それら五つの同時相関相補連動性

を原始感覚を基軸に説いているもを原始感覚を基軸に説いているも

のです。のです。

ここでは、ここでは、私の体験した操体法の私の体験した操体法の

一端を紹介してみたいと思いま一端を紹介してみたいと思いま

す。す。  私は私は19831983年から５年ほど橋年から５年ほど橋

本敬三先生の代診として温古堂診本敬三先生の代診として温古堂診

療室に勤務をさせていただきまし療室に勤務をさせていただきまし

た。た。  当時橋本先生は当時橋本先生は8686才、才、私は私は

2626才でした才でした  。。橋本先生の教えは、橋本先生の教えは、

「コン君は原始感覚を指導しろ、「コン君は原始感覚を指導しろ、

思ったことはどんどんやれ！」思ったことはどんどんやれ！」いい

つもこんな感じでした。つもこんな感じでした。

  橋本先生の本には、橋本先生の本には、「操法は、「操法は、気気

持ちのいいほうに息を吐きながら持ちのいいほうに息を吐きながら

動いて動いて  三～四秒たわめて、三～四秒たわめて、瞬間瞬間

脱力をさせる。脱力をさせる。（三～四回繰り返（三～四回繰り返

す）」す）」などと書いてあります。などと書いてあります。（目（目

安操法）安操法）

  私は、私は、なんとなく基準がわからなんとなく基準がわから

ないので、ないので、先生に恐る恐るこんな先生に恐る恐るこんな

質問をしてみたのでした。質問をしてみたのでした。「先生、「先生、

操法の回数や呼吸や脱力方法は全操法の回数や呼吸や脱力方法は全

部気持ちのいいようにすればいい部気持ちのいいようにすればいい

のですか？」のですか？」と。と。

そしたら橋本先生はそしたら橋本先生は「そうだ、「そうだ、気気

持ちのよさで治るんだからなー」持ちのよさで治るんだからなー」

とのことでした。とのことでした。ここで、ここで、操法が操法が

患者さんの気持ちのよさに合わせ患者さんの気持ちのよさに合わせ

て行う操法へと進化したのでして行う操法へと進化したのでし

た。た。（原始感覚操法）（原始感覚操法）

そんな操法をいろいろとためしてそんな操法をいろいろとためして

みると、みると、それでよくなる人もいるそれでよくなる人もいる

のですが動きの気持ちよさがなくのですが動きの気持ちよさがなく

て、て、よくならない患者さんもいるよくならない患者さんもいる

ことがわかりました。ことがわかりました。動きの快感動きの快感

が味わえないと、が味わえないと、やはり歪みは改やはり歪みは改

善しにくいようなのです。善しにくいようなのです。このよこのよ

うなとき、うなとき、皮膚をずらしてあげて皮膚をずらしてあげて

心地よさを味わってもらう操法、心地よさを味わってもらう操法、

皮膚皮膚（かわ）（かわ）の操法が有効になるの操法が有効になる

ようです。ようです。（皮膚操法）（皮膚操法）

  このように、このように、操法を操法を「目安操法」「目安操法」

「原始感覚操法」「原始感覚操法」「皮膚操法」「皮膚操法」などなど

とと  分類してとらえ、分類してとらえ、患者さんひ患者さんひ

とりひとりにふさわしい操法を選とりひとりにふさわしい操法を選

択して行うこともできると思いま択して行うこともできると思いま

す。す。

ここで私が皮膚操法を使った操体ここで私が皮膚操法を使った操体

法の講習会の様子を紹介してみま法の講習会の様子を紹介してみま

すのでよかったらためしてみてくすのでよかったらためしてみてく

ださい。ださい。

今日は、今日は、河北町主催の河北町主催の「リハビリ教「リハビリ教

室」室」という脳卒中などの後遺症のという脳卒中などの後遺症の

ある人たちが対象の操体講習会である人たちが対象の操体講習会で

した。した。ほとんどの人は、ほとんどの人は、片麻痺で車片麻痺で車

いすや杖歩行です。いすや杖歩行です。2020名ほどの人名ほどの人

がテーブルを囲んでイスに腰掛けがテーブルを囲んでイスに腰掛け

ていました。ていました。「こんにちわー」「こんにちわー」講習講習

会が始まりました。会が始まりました。今回はひとり今回はひとり

ずつずつ「皮膚の操法」「皮膚の操法」を私が手伝っを私が手伝っ

て、て、その味を味わってみてもらうその味を味わってみてもらう

ことにしました。ことにしました。

というのは、というのは、前回、前回、説明してやって説明してやって

見せたのですが、見せたのですが、「かわを動かす」「かわを動かす」

と言っても、と言っても、みんな揉んだり押しみんな揉んだり押し

たりするだけで、たりするだけで、うまいことできうまいことでき

なかったんです。なかったんです。ということで、ということで、最最

初はおばあちゃんの肩、初はおばあちゃんの肩、二の腕、二の腕、肘肘

の下と３カ所のかわを、の下と３カ所のかわを、内と外に内と外に

ねじるようにやってみました。ねじるようにやってみました。「ど「ど

れが気持ちがいい？」れが気持ちがいい？」と聞くと、と聞くと、

「肘の下を外にしてもらうのがい「肘の下を外にしてもらうのがい

い」い」と即答でした。と即答でした。私がそこをぴっ私がそこをぴっ

たりじゅわ～っと動かしてゆくと、たりじゅわ～っと動かしてゆくと、

勝手に手を内側にひゅーっとねじ勝手に手を内側にひゅーっとねじ

るのです。るのです。動いてくださいと言わ動いてくださいと言わ

れなくても、れなくても、動きたくなったので動きたくなったので

しょうね。しょうね。カワの気持ちよさで、カワの気持ちよさで、

眠っていた筋肉が目覚めてうごめ眠っていた筋肉が目覚めてうごめ

いている。いている。そんな感じでした。そんな感じでした。「そ「そ

うそう、うそう、動きたいようにいいよう動きたいようにいいよう

に動かしてぇ」に動かしてぇ」といったら、といったら、見事に見事に

連動して動いてくれました。連動して動いてくれました。「いい「いい

感じがなくなったら教えてよぉ」感じがなくなったら教えてよぉ」

一分位やってたでしょうか、一分位やってたでしょうか、「は「は

い、い、よがすぅ」よがすぅ」というので、というので、ゆっくゆっく

りとかわを戻しながら、りとかわを戻しながら、へばりつへばりつ

いた手をメリメリとはがしました。いた手をメリメリとはがしました。

「手がうーんと軽くなったわぁ、「手がうーんと軽くなったわぁ、

さっきまで痛かったのに、さっきまで痛かったのに、・・・・・・」」とと

なりでじいちゃんがなりでじいちゃんが「ほおーっ」「ほおーっ」とと

いいながら、いいながら、自分の腕をひねって自分の腕をひねって

いました。いました。

さてそのじいちゃんの番です。さてそのじいちゃんの番です。肩肩

を両手で挟むようにして、を両手で挟むようにして、かわをかわを

外にほんの少し動かしたのです。外にほんの少し動かしたのです。

そうしたらそうしたら「なんだー、「なんだー、すーっとしすーっとし

てきもぢいいなやー」てきもぢいいなやー」ときょとんときょとん

として肩を見てとして肩を見て「そんなにギッと「そんなにギッと

してねぇんだなぁ」してねぇんだなぁ」といいました。といいました。

見ているともっと強くやっている見ているともっと強くやっている

ように見えたのでしょうね。ように見えたのでしょうね。

そして、そして、自分でも肩に手を当てて、自分でも肩に手を当てて、
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かわを動かしてみるようにいい、かわを動かしてみるようにいい、

やってもらいました。やってもらいました。「少しでもき「少しでもき

もぢいいんだなやー、もぢいいんだなやー、これならだこれならだ

いたいの人できるなや」いたいの人できるなや」てなことてなこと

でした。でした。それにしても、それにしても、ここにいるここにいる

人たちは、人たちは、どうしてこんなにワイどうしてこんなにワイ

ワイ元気で明るいのだろう。ワイ元気で明るいのだろう。あちあち

こち痛くてマヒしていて、こち痛くてマヒしていて、しびれしびれ

て歩けなくているのにて歩けなくているのに・・・・・・・・・・・・。。

不思議な集団なんです、不思議な集団なんです、ここの人ここの人

たち。たち。

次は左側の手足が硬くなってマヒ次は左側の手足が硬くなってマヒ

していてしていて「俺は腰がイデンデガ「俺は腰がイデンデガ

すぅ」すぅ」と笑って言うおじさんです。と笑って言うおじさんです。

「どれどれ、「どれどれ、腰のかわも動かしてみ腰のかわも動かしてみ

ればイイ感じがあるかもしれないればイイ感じがあるかもしれない

なー」なー」と私は横に立って、と私は横に立って、腰のあた腰のあた

りの洋服とシャツをまくりあげて、りの洋服とシャツをまくりあげて、

皮膚に直接手の平をくっつけてじ皮膚に直接手の平をくっつけてじ

わーっと下と上に動かしてみましわーっと下と上に動かしてみまし

た。た。私の感じでは、私の感じでは、下にはつっぱっ下にはつっぱっ

て動かしにくく、て動かしにくく、上にはすーっと上にはすーっと

動かしやすかったのです動かしやすかったのです

が、が、「下さしてもらうど気持ぢいい「下さしてもらうど気持ぢいい

なや～」なや～」とのやはり即答でした。とのやはり即答でした。カカ

ワの動きにつられるように、ワの動きにつられるように、背中背中

のあたりも動き出しました。のあたりも動き出しました。  からだからだ

の動きには気づいていない感じで、の動きには気づいていない感じで、

「へえーっ、「へえーっ、かわっこうごがしてるかわっこうごがしてる

だげなのに、だげなのに、なんだやぁ、なんだやぁ、腰すーっ腰すーっ

と軽ぐなってきたわー」と軽ぐなってきたわー」とみんなとみんな

にニコニコアピールしました。にニコニコアピールしました。3030

秒程やってたでしょうか。秒程やってたでしょうか。私は手私は手

をはがし、をはがし、「ちょっと自分でもやっ「ちょっと自分でもやっ

てみてぇ」てみてぇ」と言いました。と言いました。右手を腰右手を腰

に当てて、に当てて、ちょこちょこ動かして、ちょこちょこ動かして、

「あれーっ、「あれーっ、おれがすっと上のほうおれがすっと上のほう

がきもぢいいなぁ？がきもぢいいなぁ？  、、なんでだべなんでだべ

せんせぇ」せんせぇ」と首をかしげていいまと首をかしげていいま

した。した。「さっきと今は違うんだから「さっきと今は違うんだから

変わってくんのよ、変わってくんのよ、からだも感じからだも感じ

も」も」「とにかく、「とにかく、その時にイイ感じその時にイイ感じ

になるようにかわをずらしてやれになるようにかわをずらしてやれ

ばいいんだぁ」ばいいんだぁ」「ほら、「ほら、そうやってそうやって

やっているうちにも変わってくるやっているうちにも変わってくる

でしょう、でしょう、腰の感じ」腰の感じ」「ほんだねぇ、「ほんだねぇ、

変わったねぇ、変わったねぇ、何ともねぐなった何ともねぐなった

ら、ら、もういいんでがすよね」もういいんでがすよね」「いい「いい

感じがなくなったら、感じがなくなったら、まあ大体おまあ大体お

わりにしていいんです」わりにしていいんです」「へ「へ

えーっ、えーっ、こんなんで効ぐんだー、こんなんで効ぐんだー、かか

わっこずらすだげでー」わっこずらすだげでー」

「いやーホント楽になったわぁ」「いやーホント楽になったわぁ」とと

うれしい顔で立って腰をくるくるうれしい顔で立って腰をくるくる

回しました回しました  。。

次は、次は、となりのちっちゃいばあとなりのちっちゃいばあ

ちゃんの番です。ちゃんの番です。左のマヒで足が左のマヒで足が

痛いという、痛いという、今回がはじめての方今回がはじめての方

でした。でした。私は腰掛けているばあ私は腰掛けているばあ

ちゃんの左側にしゃがんで、ちゃんの左側にしゃがんで、「はじ「はじ

めてですよねぇめてですよねぇ  」」といいました。といいました。

「はい」「はい」ばあちゃんはぺこんと頭をばあちゃんはぺこんと頭を

下げていいました。下げていいました。ほかの人たちほかの人たち

は、は、好き勝手なことをして遊んで好き勝手なことをして遊んで

います。います。なんなんでしょう、なんなんでしょう、操体の操体の

講習会だというのにこの雰囲気は。講習会だというのにこの雰囲気は。

でも、でも、なぜかとても心地いい。なぜかとても心地いい。このこの

どうでもよさ。どうでもよさ。私は片膝をついた私は片膝をついた

まままま「どのへんが調子よくないの「どのへんが調子よくないの

かなぁ」かなぁ」とききました。とききました。

「足が痛くてねぇ」「足が痛くてねぇ」とばあちゃんはとばあちゃんは

自分の細い太モモをさすって痛い自分の細い太モモをさすって痛い

顔でいいました。顔でいいました。「このへんです「このへんです

かー？かー？  」」と私は両手を細モモの前と私は両手を細モモの前

にそっと置いて、にそっと置いて、かわを内と外にかわを内と外に

動かしながら動かしながら「どっちがイイ感じ「どっちがイイ感じ

がするかなぁ」がするかなぁ」とたずねました。とたずねました。

「そりゃ、「そりゃ、内のほうがいいですぅ」内のほうがいいですぅ」

とのことで、とのことで、私はズボンの上から、私はズボンの上から、

じわーっとモモのカワを内に動かじわーっとモモのカワを内に動か

し、し、「「・・・・・・・・・・・・・・」」と少しだまっと少しだまっ

ていました。ていました。するとばあちゃんが、するとばあちゃんが、

なにやらぼそぼそと話し出したのなにやらぼそぼそと話し出したの

です。です。「わだしはねぇ、「わだしはねぇ、4242のときにのときに

頭の血管がつまって左の手足が動頭の血管がつまって左の手足が動

かなくなってねぇ、かなくなってねぇ、そのあど心臓そのあど心臓

も何回も手術して、も何回も手術して、ほらこごさこほらこごさこ

んなのくっついでるんでがすぅ。んなのくっついでるんでがすぅ。

なんでこんなごどになってまで生なんでこんなごどになってまで生

きねばなんねぇのがねぇ」きねばなんねぇのがねぇ」と、と、しっしっ

とりうるうる話すのでした。とりうるうる話すのでした。そのその

とき、とき、私は、私は、何も答えることができ何も答えることができ

なくて、なくて、ただだまってその話をきただだまってその話をき

くしかできませんした。くしかできませんした。そして一そして一

分くらいたったでしょうか。分くらいたったでしょうか。私は私は

「こうしてもらっていると、「こうしてもらっていると、気持ち気持ち

いいですかぁ？いいですかぁ？  」」と、と、手を当てた手を当てた

ままききました。ままききました。「いいきもぢでが「いいきもぢでが

すう」すう」ばあちゃんは少しほほえんばあちゃんは少しほほえん

でそういいました。でそういいました。

2020 名ほどを順番にやっていたら、名ほどを順番にやっていたら、

つんつんと私の肩をだれかがつっつんつんと私の肩をだれかがつっ

つきました。つきました。

なんだぁ、なんだぁ、と思って振り向いたらと思って振り向いたら

保健師さんです。保健師さんです。

「せんせぇ、「せんせぇ、もう時間ですぅ、もう時間ですぅ、バスバス

きて待ってますんで、きて待ってますんで、そろそろぉ」そろそろぉ」

とのことでした。とのことでした。

「あら、「あら、もうそんな時間。もうそんな時間。わかりまわかりま

した」した」「こんな感じで、「こんな感じで、家でもやっ家でもやっ

てみてくださいね」。てみてくださいね」。

といって、といって、目の前のおじさんの背目の前のおじさんの背

中をささーっ、中をささーっ、ささーっとなでさささーっとなでさ

すって、すって、おわりにしました。おわりにしました。

参考参考

万病を治せる妙療法万病を治せる妙療法（操体法）　（操体法）　

橋本敬三著　農文協橋本敬三著　農文協

http://soutai-kon.com
http://soutai-kon.com

